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年
頭
に
あ
た
って

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
尾
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　
長　

武
元
文
平

　

新
年
三
箇
日
は
遠
く
に
な
り
ま
し
た
が
、
旧
正

月
を
迎
え
あ
ら
た
め
て
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
や
文
化
協
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

本
年
の
抱
負
や
願
い
に
向
って
健
や
か
に
新
年
を
迎

え
歩
み
出
さ
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
文
化
協
会
で
は
昨
年
も
市
民
文
化
祭
を
は

じ
め
丸
亀
親
善
都
市
と
の
交
流
会
、
ふ
る
さ
と
民

謡
ま
つ
り
と
の
共
演
等
数
多
く
の
大
型
事
業
に
加

え
、
色
々
な
各
団
体
自
主
事
業
が
盛
大
に
し
か
も

成
功
裏
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
七
尾
市
生

誕
の
画
聖
長
谷
川
等
伯
没
後
四
〇
〇
年
記
念
を

念
頭
に
全
団
体
が
等
伯
精
神
を
ま
じ
え
表
現
で
き

た
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に

「等
伯
に
学
び　

等
伯
に
続
け
」
の
合
言
葉
が
唱
え

ら
れ
る
所
以
と
な
り
七
尾
市
民
の
文
化
意
識
の
高

揚
に
も
つ
な
が
った
も
の
と
感
謝
致
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

本
年
も
三
月
に
は
市
民
音
楽
祭
を
皮
切
り
に
各

種
団
体
に
よ
る
自
主
事
業
が
次
々
と
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
文
化
協
会
の
活
動

に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
又
会
員
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
一
層
精
進

さ
れ
、
七
尾
の
文
化
振
興
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

  

文
化
賞　

松
ま
つ
だ
い
ら平 

清き
よ
ゆ
き幸  

さ
ん

　

［
所
属
］
七
尾
ま
だ
ら
愛
好
会 

　

昭
和
39
年
、

七
尾
ま
だ
ら


を
先
人
に
師
事
し
「
七
尾
ま
だ
ら

ら
保
存
会
」
の
結
成
に
参
画
尽
力
。

そ
の
後
「
七
尾
ま
だ
ら
愛
好
会
」

を
立
ち
上
げ
、普
及
活
動
に
尽
力
。

船ふ
な

塚づ
か

阿あ

さ
子こ  

さ
ん

　

［
所
属
］
石
川
一
東
書
道
会

　

昭
和
54
年
「
か
な
書
道
教
室
」

に
入
会
以
来「
石
川
一
東
書
道
会
」

の
発
展
に
尽
力
。

　

七
尾
市
美
展
の
審
査
員
を
歴
任

し
地
域
の
書
道
文
化
の
普
及
や
指

導
に
貢
献
。

八は
っ
さ
き﨑　

秀
し
ゅ
う
ほ
う峰  

さ
ん

　

［
所
属
］
七
尾
俳
文
学
協
会

　

石
川
県
俳
句
大
会
・
流
雲
句
会

の
代
表
と
し
て
永
年
多
く
の
大
会

の
開
催
に
尽
力
し
功
績
を
遺
し
た
。

　

「
七
尾
俳
文
学
協
会
」
理
事
長
・

会
長
。「
び
わ
ん
句
会
」
の
代
表
「
石

川
県
俳
文
学
協
会
」
理
事
及
び
常

任
理
事
を
務
め
活
躍
。

　

石
川
県
中
学
校
俳
句
大
会
の
拡

大
発
展
に
貢
献
。

笠か
さ

間ま　

昭あ
き

子こ  

さ
ん

　

［
所
属
］
皇
風
煎
茶
禮
式

　

昭
和
52
年
よ
り
煎
茶
教
室
を
開

始
し
、
七
尾
の

煎
茶
道

の
草

分
け
と
な
る
。

　

「
皇
風
煎
茶
禮
式
」
総
師
範
（
雅

名
：
弘
昭
）
と
し
て
永
年
に
渡
り

多
く
の
茶
会
を
開
催
し
、

煎
茶

道

文
化
の
普
及
に
貢
献
。

　　  
会長挨拶　　武元　文平　会長

来賓祝辞　　衆議院議員　

　　　　　　　近藤　和也　様　

　　　　　　石川県議会議員

　　　　　　　和田内幸三　様　

　　　　　　石川県議会議員

　　　　　　　石島　正則　様　

　　　　　　石川県議会議員

　　　　　　　西田　昭二　様　

祝　賀　舞　　・能楽宝生流 馬緤同門会

乾　　杯　　七尾市議会議長

　　　　　　　大林　吉正　様　

祝　　宴　　・七尾民謡会

　　　　　　・七尾豊年太鼓保存会

　　　　　　・城山民謡会

　　　　　　・七尾まだら

万　　歳　　七尾商工会議所　会頭

　　　　　　　前山　正一　様　

閉会挨拶　　七尾市文化協会　副会長

　　　　　　　小田　禎彦　様

　　　　　と　き　平成 23 年１月８日（土）
　　　　　ところ　和倉温泉　あえの風

七尾市文化協会賞表彰式 ・新春の集い
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七尾市文化協会のホームページにて、
文化協会賞表彰式の模様を配信中
　　　　（ケーブルテレビななお制作）
　　　　http://www.bunka-nanao.jp



  

功
労
賞

 

七
尾
市
文
化
協
会
特
別
功
労
賞

  
奨
励
賞

澤さ
わ

﨑さ
き　

俊し
ゅ
ん
じ治  

さ
ん

　

［
所
属
］
七
尾
美
術
作
家
協
会 

　

志
野
焼
を
主
と
す
る
陶
芸
家
と

し
て
平
成
８
年
に
花
器
を
高
円
宮

両
殿
下
に
献
上
。

　

美
展
で
の
受
賞
も
多
く
、
「
創

造
美
術
会
」
な
ど
全
国
的
な
美
術

団
体
の
会
員
と
し
て
幾
多
の
美
展

の
開
催
に
尽
力
し
、
地
域
文
化
活

動
の
発
展
に
貢
献
。

中な
か
や
ま山　

聖せ
い
う
ん雲  

さ
ん

　

［
所
属
］
一
聖
会

　

「
七
尾
美
術
作
家
協
会
」
及
び

「
石
川
県
書
道
協
会
」
の
役
員
と

し
て
活
動
し
、
七
尾
の
文
化
芸
術

の
発
展
に
寄
与
。

　

「
一
聖
会
」
の
発
足
以
来
会
員

を
支
援
に
教
導
し
日
本
書
芸
院

展
・
石
川
県
現
代
美
術
展
な
ど
幾

多
の
展
覧
会
で
受
賞
。

松ま
つ
も
と本　

松か
つ

魚お  

さ
ん

　

［
所
属
］
中
島
町
公
民
館
句
会

　

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
「
あ
ら
う
み
」

の
同
人
。
「
石
川
県
俳
文
学
協
会
」

副
会
長
。
「
日
本
伝
統
俳
句
協
会
」

評
議
員
並
び
に
石
川
県
部
会
長
を

歴
任
す
る
と
共
に
、
多
く
の
句
集

を
刊
行
し
、
俳
文
学
界
に
寄
与
。

間ま

蔵ぐ
ら　

俊と
し

甫お  

さ
ん

　

七
尾
市
文
化
協
会
の
機
関
誌
・

「
文
化
七
尾
」
に
創
刊
号
よ
り
、

現
在
ま
で
表
紙
を
飾
る
写
真
を
永

年
提
供
し
続
け
、
ま
た
広
報
「
な

な
お
」
に
も
表
紙
写
真
に
協
力
し

て
き
た
。
七
尾
市
文
化
協
会
の
常

任
理
事
と
し
て
七
尾
の
文
化
活
動

に
貢
献
。

飯い
い

田だ　

悦え
つ

子こ  

さ
ん

　

［
所
属
］
宝
生
流 

馬
緤
同
門
会 

　

昭
和
28
年
か
ら
能
楽
宝
生
流
の

謡
曲
を
始
め
、
昭
和
35
年
に
「
馬

緤
同
門
会
」
に
入
会
。
昭
和
48
年

に
教
授
嘱
託
免
状
を
取
得
し
た
後

に
「
鹿
島
月
謡
会
」
を
結
成
し
て

後
継
者
の
育
成
に
尽
力
。

　

能
楽
文
化
の
普
及
発
展
に
寄
与
。

竹た
け

田だ　

由よ
し

國く
に  

さ
ん

　

［
所
属
］
七
尾
民
謡
会

　

昭
和
46
年
「
七
尾
民
謡
会
」
の

発
足
当
初
よ
り
民
謡
三
味
線
の
奏

者
と
し
て
、
演
奏
の
指
導
や
民
謡

の
普
及
に
尽
力
。

　

七
尾
市
の
姉
妹
都
市（
金
泉
市
）

で
の
出
演
。
七
尾
民
謡
界
繁
栄
の

先
駆
者
と
し
て
活
躍
。

廣ひ
ろ

島し
ま　

孝た
か

子こ  

さ
ん

　

［
所
属
］
等
伯
会

　

昭
和
55
年
「
等
伯
会
」
設
立
以

来
、
理
事
や
常
任
理
事
と
し
て
、

長
谷
川
等
伯
を
顕
彰
し
、
会
員
を

拡
充
し
そ
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え

る
事
業
の
推
進
に
奔
走
。

　

長
谷
川
等
伯
没
後
４
０
０
年
記

念
事
業
で
は
、
企
画
部
会
会
員
と

し
て
事
業
の
成
功
に
貢
献
。

山や
ま
し
た下　

　

良
り
ょ
う  

さ
ん

　

［
所
属
］
七
尾
豊
年
太
鼓
保
存
会

　

昭
和
30
年
「
七
尾
豊
年
太
鼓
保

存
会
」
に
入
会
以
来
、
常
任
理
事

と
し
て
会
の
発
展
に
貢
献
。

　

現
在
副
会
長
と
し
て
、
県
下
や

全
国
の
太
鼓
競
技
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
。
太
鼓
ブ
ー
ム
の

草
分
け
と
し
て
活
躍
。

◇開催日時　平成23年月５日（日）午前10時開会

◇開催会場　七尾サンライフプラザ

　　　　　　七尾市本府中町ヲ部38番地

◇　　題
　　【短　歌】　題はありません

　　　　　　　・応募数　　一人１首

　　【俳　句】　兼　題　 「短夜」「牡丹」

　　　　　　　・応募数　　通じて　５句

　　【川　柳】　宿　題　 「衣替え」「里帰り」「そよ風」

　　　　　　　・応募数　　各題３句以内

◇募集期間　平成23年月25日（金）～月日（水）必着

◇募集範囲　能登一円

◇応　募　先　〒926-0021　七尾市本府中町モ64

　　　　　　七尾市文化協会「七尾文芸のつどい」係宛

◇応募方法　１．必ず「はがき」でご応募ください

 ２．「はがき」の書き方

　　　　　　　　裏面に作品・応募者の郵便番号・住所・氏

名（ふりがな）・電話番号・当日の出欠の

有無を書いてください

 ３．[川柳]に応募の方は各題ごとにはがきで応

募してください

◇応募上の １．作品は「自作で未発表」のものに限ります

　　　注意 ２．文字は「楷書」でわかりやすく書いてくだ

さい

 ３．作品中の読みにくい漢字には「ふりがな」

をつけてください

 ４．作品提出後の変更は受け付けません

第43回　七尾文芸のつどい 作品応募要項

－ 3 －
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事　業　名 日　　　時 主催者・会場名 内　　　　容

「現代ガラス造形
-白と青の透明な美-」

2010年12月4日（土）
～4月17日（日）
9:00～ 16:30
（4月～17:00）
（入館は閉館の30分前まで）

主催　七尾市
　　　（財）能登島ガラ

ス美術館振興財団
会場　石川県能登島ガラ

ス美術館

　白と青の純粋で深みのある透明な現代ガラス作品など収蔵品
を展示。
入場料／個人800円・中学生以下無料
84－1175　石川県能登島ガラス美術館

七尾茶道会　月釜 2月20日（日）
9：00～ 15：00

主催　七尾茶道会
会場　池田家

　新しい年を迎え　心を新たにして皆様に一服を差上げたいと
存じます。お寒い折ですがお出かけ下さいますようお待ち申し
上げます。
茶会料/1,500円　57-1475 津田社中 担当舘島･大河

石川県縦断
ピアノコンサート
in七尾

2月20日（日）
14：00～ 16：00
開場は13：30から

主催　財団法人七尾市公
共施設管理公社

会場　七尾サンライフプ
ラザ大ホール

　ピアノを学ぶ地元奏者達が国内一流のゲストアーティストと
ともに演奏を行います。ゲストは宮谷理香さんです。
共催：財団法人石川県音楽文化振興事業団
入場料／ 500円　 53-1160　七尾サンライフプラザ

春の所蔵品展
～いきものの表現～
～新収蔵品を中心に～

2月26日（土）
～4月17日(日)
9：00～ 17：00
(入館は16：30まで)

主催　七尾市･財団法人
　　　七尾美術館
会場　石川県七尾美術館

　所蔵品に寄託品を加え、動物や鳥、昆虫などの愛らしさや厳
しさなどを表現した作品を展示。また、平成21･22年度にご寄
付いただいた作品、未公開作品も紹介する。
入場料／大人350円、大高生280円、中学生以下無料
53－1500　　　石川県七尾美術館

本咲き雪割草銘品展 3月5日（土）
～3月6日(日)
9：00～ 17：00

主催　七尾山草会
会場　能登食祭市場1階

モントレーホール

　会員の愛倍してきた、雪割草の展示と苗の販売。
入場料／無料　　　57-2023　垣内フラワー

七尾茶道会　月釜 3月20日（日）
9：00～ 15：00

主催　七尾茶道会
会場　本龍寺(郡町)

　いよいよ春です。これからは草木の萠え出る様に私達も元気
を出して始動したいと思います。一生懸命お茶を一服差上げた
いと思います。皆様のおい出をお待ちしております。
茶会料／ 1,500円　 52-4340　村守社中

第172回合同例会
「さんまいのおふだ」

3月20日（日）
15：00～ 16：00

主催　七尾こども劇場
会場　七尾サンライフプ

ラザ　24会議室

　よろず劇場とんがらしによる人形劇「さんまいのおふだ」は
「とみやま人形劇コンテストグランプリ受賞作品」です。絶妙
の話術とスピーディーな舞台転換で最後まで目が離せません。
入場料/会員制　52-0821七尾こども劇場事務局(火･木)

第96回例会
文学座
「てけれっつのぱ」

3月30日（水）
18：30～ 21：00

主催　七尾演劇鑑賞会
会場　七尾サンライフプ

ラザ　大ホール

　落語「死神」の死神を追い払う呪文“てけれっつのぱ”を唱
えて願いを叶えてもらい、苦難を乗り越えませんか。
入場料／会員制　52-0834　七尾演劇鑑賞会（木・土）

第22号 2011.2イベント情報

会員のみなさまへ会員のみなさまへ

※「文化七尾」※「文化七尾」次回23号は平成23年４月5日発行となります。次回23号は平成23年４月5日発行となります。
　原稿締切は、平成23年３月　原稿締切は、平成23年３月15日です。15日です。

表紙題字：清水　聖鵬　表紙撮影：間蔵　俊甫表紙題字：清水　聖鵬　表紙撮影：間蔵　俊甫


